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令和５年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立希望ケ丘高等学校長  

全日制の課程  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①SSH の取組を
充実させ、文理
に関わらない問
題解決能力の育
成を図る。 
②令和４年度か
ら年次進行で始
まる新教育課程
に向けて、生徒
に最適な教育課
程 の 編 成 を 行
う。 

①コロナ禍で登校で
きない生徒に対し、
オンラインを活用し
て学習を保障すると
ともに、教育活動の
質の向上を目指す。 
②新教育課程の実施
に当たり、すべての
教員が「指導と評価
の一体化」に関する
理解を深め、主体
的・対話的で深い学
びの視点からの授業
改善に努める。 

①他グループと連
携し、オンライン
授業など ICTを効果
的に活用した取組
を職員全体で共有
する。 
②職員研修を通じ
て、学習評価の改
善について共通理
解を図り、指導の
改 善 に 繋 げ て い
く。 

①学校に登校でき
な い生 徒に 対し
て、オンラインを
活用して学習の継
続を図ることがで
きたか。 
②学習評価の改善
による組織的な授
業改善に取り組め
たか。  

①生徒の活動を継続しな
がら、授業時間の確保を
行うことができた。また
二期制になって一年目で
の問題点を速やかに検討
し、他のグループと意見
のすり合わせを行い、次
年度の行事予定を作成す
ることができた。 
②指導と評価の一体化に
向けて、全日制・定時制
を含めて職員研修会を開
催することができた。 

①評価を算出するシス
テムを作成し、観点別
評価との関連付けを自
動化することで事故防
止を図る必要がある。 
②「指導と評価の一体
化」に向けた研修会を
行ったが、時期が遅く
なったため、各教科で
反映されていない状況
が見えたので、来年度
の早い段階で、再度研
修を実施する必要があ
る。 
 

①SSHの探究的な学びを活
用して総合型選抜で希望
する進路に進むことがで
きた生徒がどのくらいい
るのか。いるならばもっ
とアピールしたほうが良
い。 
①SSHの取組で身に付けた
力が、大学や企業でどの
ように役立っているの
か、卒業生の声を聞いた
らどうか。 
②文系理系問わず探究し
ているのはとてもよい。
他の SSH 校との違いにな
っている。 

① 感 染 症 等 の た
め、学校での学習
ができない生徒に
対しても Teamsを活
用して、配信など
の学習保障を行う
ことができた。 
②新教育課程が年
度 進 行 で 実 施 さ
れ、生徒の進路実
現に向けて、新し
い評価方法につい
ての理解を深める
ために研修会など
を通じて全体で共
有することができ
た。 

①様々な取り組み事
例を共有し、コロナ
禍で休校など、どん
な状態になっても学
習の継続性を図れる
ようにしたい。 
 
②新学習指導に伴う
評価方法の改善につ
いて、さらなる情報
共有を図るととも
に、定期的に研修会
を開催してより理解
を深める必要があ
る。 

２ 
生徒指導・
支援 

①生徒主体の生
徒会活動を継続
し、社会に貢献
できる人材の育
成を図る。 
②前４年間で構
築した教育相談
体制をさらに発
展させる。 
 

①すべての生徒が基
本的な生活習慣を身
に付け、充実した高
校生活を送れるよう
サポートしていく。 
②特に支援の必要な
生徒について職員間
での情報共有を徹底
する。 

①各ホームルーム
で、Teams 等での一
日の時程配信を推
奨し、生徒が計画
的に過ごすことが
できるような環境
を整える。 
② 「 気 に な る 生
徒」の情報が常時
記録され、必要な
時にいつでも閲覧
できるようファイ
ルを管理する。 

①遅刻や欠席する
生徒数が減少し、
生徒たち自身が計
画的に学校生活を
送ることができた
か。 
②支援が必要な生
徒に対するサポー
トに多くの職員で
取り組むことがで
きたか。 

①日常生活、各行事にお
いて、生徒が安全・健康
に生活することができ
た。合唱祭は３年ぶりの
開催となり、生徒や職員
の半数が過去を知らない
状況であったが、生徒の
主体的な活動により、立
派な合唱祭となった。 
②学年団・養護教諭を中
心としながら、支援を必
要とする生徒への声掛け
などを継続し、年間を通
しサポートすることがで
きた。                        

①コロナ以前に生活が
戻っていく中で、日常
の時間の管理や行事で
の招待客への対応など
を見直す必要がある。 
②問題を抱える生徒へ
の早期対応、情報共有
を学年と連携しながら
進めていく。 

②退学者数は他校と比べ
でどうなのか。どのよう
な理由で進路変更してい
るのか。 

①年間を通し、落
ち着いた学校生活
を送るためのサポ
ートができた。各
行事もコロナ前の
状態に戻りつつあ
る。来年度より時
差登校がなくなる
ため、対応に戸惑
う生徒への対応を
適切に行いたい。 
②問題を抱える生
徒の情報を共有し
適切に対応した。 

①基本的な生活習慣
の確立のため、各学
年、情報を常に共有
し保護者との連絡を
密にする。②令和４
年度３年生の転出者
は１名、令和３年度
１年生の転学・退学
者は４名、２学年は
９名、県内公立高校
中途退学者は令和３
年度は 1,879 名。他
校の数を知ることは
できません。本校で
は不登校の理由は
様々で、無気力・学
業不振等が多い。引
き続き、早めの情報
収集と複数人数での
適切な対応を心掛け
たい。 

３ 
進路指導・
支援 

① 学 習 活 動 や
SSH の取組をリ
ンクさせ、大学
入学者選抜改革
に対応した進路
支援体制を構築
する。 
②自分の将来を
見据え、妥協の
ない進路選択が
できるよう、個
別指導を充実す
る。 

①生徒一人ひとりの
進路に応じたキャリ
ア支援に加えて、ク
ラスや学年全体に対
する支援の質と量の
向上を図る。 
②質の高いキャリア
教育を目指し、進路
指導計画の見直しを
行う。 

①模擬試験の分析
結果などを教員間
で共有するだけで
なく、生徒対象の
分析会を実施し、
自らの進路やキャ
リアを考える場と
していく。 
②コロナ禍におい
ても効果的に実施
できるよう、進路
指導計画について
改善を進める。 

①模擬試験結果の
分析会が、自分の
進路やキャリアに
ついて考えるきっ
かけとなったか。 
②感染症対策とし
て、様々なコンテ
ンツなど ICT を活
用した進路指導を
実施できたか。 

①学校推薦型選抜の選考
を適切に行うことができ
た。 
①Teams を活用して、大
学入学者選抜の情報を生
徒・教職員に向けて、発
信することができた。 
②LHR 等を利用して、模
試の分析会や進路講話な
どを行うことができた。 

①調査書などの出願書
類の準備の仕方や段取
りなどを見直す必要が
ある。 
②模試の分析会や進路
講話をより効果的に行
うために、実施時期の
検討が必要である。 
②保護者向け進路説明
会の開催方法の検討が
必要である。 
 

①進学重点校やエントリ
ー校としての取組は様々
である。希望ケ丘高校は
一般選抜だけでなく、学
校推薦型選抜や総合型選
抜も含めた多様な選抜制
度を活用する学校として
アピールしてよいのでは
ないか。 
 

①オンラインや対
面形式により、模
試の意義や今後の
勉強方法、入学者
選抜の方式を含め
た受験情報などを
教員だけからでな
く、外部講師と連
携して同じ方向性
を持って指導をす
ることができた。
今後も継続し、早
期に自ら進路決定

①今後も外部講師と
学校がより同じ方向
性もって、指導に当
たれるようにし、学
校全体で同じ方向性
を持って取り組める
環境を構築していき
たい。保護者説明会
等で生徒に応じた入
学者選抜について情
報を発信していきた
い。 
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ができるようして
いく必要がある。 
②様々なオンライ
ンコンテンツを提
示して、キャリア
意識を高めようと
したが、多くの生
徒はまだ自らの将
来を考える時間が
足 り な い と 感 じ
た。今後、キャリ
ア教育をする中で
将来の目標を見つ
けられるように働
きかける必要があ
る。 

②大学教員などによ
る対面やオンライン
授業体験など、学校
内で行える体験活動
を模索していく必要
がある。 

４ 
地域等との
協働 

①家庭や地域、
同窓会等の協働
を進め、開かれ
た学校作りの更
なる発展を進め
る。 
②SSH の活動に
おいて他の教育
機関や地域との
連携を進め、コ
ンソーシアムの
構築を進める。 

①若い世代に共感さ
れるような同窓会の
活動の実現に、同窓
会と協働して取り組
む。また、家庭や地
域に開かれた学校づ
くりの実績を積み重
ねていく。 
②５年目のSSHの取組
について地域社会等
に PRしていく。 

①同窓会活動への
理解を深めるため
に協働して活動の
改善点を検討して
いく。 
②学校ホームペー
ジ、学校説明会、
文化祭及び地域貢
献デーなどの行事
を通じて、地域の
小中学校と連携し
た SSHの取組につい
て発信する。 

①同窓会との相互
理解を通じた改善
点の共有ができた
か。 
②地域の小中学生
との連携行事を実
施したか。SSH の
取組について活動
状況をオンライン
等で公開したか。 

①学校説明会に関する予
約において、スピード感
を持って学校ホームペー
ジに掲載したことによっ
て、周知徹底することが
できた。 
②今年度の SS科目で使用
した教材を整理し、HP 上
で公開し、普及に努め
た。 
②課題研究を進める中
で、普段の取組だけでな
くまとめ発表の場におい
ても Teams 等 ICT の活用
を進めることができた。 
②SSH の取組の様子を随
時 HP等に公開した。 

①２年ぶりに校外での
学校説明会を行った
が、準備に時間を要し
てしまうことがあっ
た。 
①学校説明会の説明に
おいて、生徒の説明が
好評であったため、教
員の説明と生徒の説明
のバランスを考える必
要がある。 
①地域の小中学校との
交流において、SSH の取
組との連携を一層強め
る工夫が必要である。 
②生徒が SSHの活動の成
果発表する機会を校内
外に拡充する必要があ
る。具体的には、文化
祭において課題研究の
成果発表をするなどの
方策が考えられる。 

①探究的な学びの発表会
をもっと公開したらどう
か。希望ケ丘高校の魅力
が伝わっていないのでは
ないか。もっと、小・中
学校や地域に対しても取
組を広めた方がよい。 

②学校 HP による
日々の取り組みの
発信、１年間の教
材の公開し、普及
することができた
が、小・中学校や
地 域 へ の 情 報 発
信、や交流の機会
を設定する必要が
ある。 
②ＩＣＴの活用は
生徒・教員共に日
常的に効果的に活
用できたが、この
取り組みを外部へ
の情報発信に活用
する必要がある。 

②課題研究の取り組
みなど、生徒自身発
表の場を、校内外に
設定する。具体的に
は本校の文化祭での
研究発表や、校外に
出向いて発表する機
会を増やす。 
②日々の取り組みを
デジタルポートフォ
リオにまとめるなど
して、生徒の取組を
外部に情報発信する
仕組みを整える。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①働き方改革に
向けて、コミュ
ニケーションツ
ールの活用など
業務の効率化を
図る。 
②社会から新た
に 要 求 さ れ る
様々な教育ニー
ズに対応できる
教員指導力の向
上を目指す。 
② 生徒主体の学
校行事等をさら
に発展させ、課
題発見・解決能
力 の 育 成 を 図
る。 

①BYOD 環境の拡充を
行うとともに、Teams
等の活用を推進す
る。 
②各種の研修を通じ
て、教職員としての
ICT 活用スキルを高め
る。 
②学校行事の際に、
ICT 機器を積極的に活
用していく。 

①アクセスポイン
トの設置を円滑に
行い、各教室の Wi-
Fi 環境を強固にす
る。また、Teams 等
の活用を推進し、
校務に支障が生じ
ない環境作りを行
う。 
②様々な研修会を
通して、人権や教
育相談といった視
点から、これまで
の教育活動を見直
す。 
②文化祭や陸上競
技大会等で、Teams
や Forms 等を活用
し、ペーパーレス
化や円滑な連絡事
項を図っていく。 

①各教室に充実し
た Wi-Fi 環境が整
っているか。クラ
ウドサービスの活
用で校務が円滑に
進んでいるか。 
②研修を通じて、
職員の共通理解が
深まったか。 
②Teamsや Forms等
を活用し、連絡や
アンケートがスム
ー ズに 行わ れた
か。 

①学校説明会や入選業務
においても、Teams を効
果的に活用することによ
りグループ内の連携がと
れた。また、無駄な紙を
使うことなく校務遂行で
きた。 
②BYOD 環境の整備を行
い、学校の全ての場所に
おいて、通信環境が整う
ことができた。 
②ICT 機器の管理を定期
的に行い、職員用の PCを
一人１台割り振ることが
できた。また、突発的に
職員が増えても対応する
ことができた。 
②図書室に ipad を整備
し、検索用等で活用する
ICT機器整備を行った。 

①ICT に関する研修会を
行ったが、参加者が少
ない、研修後の職員の
成果を検証することが
できなかった。 
②教室のプロジェク
タ、スクリーン等の物
品が故障した際の予備
がないため、充実した
機器の整備を目指す必
要がある。 

①ICT研修の参加者が少な
いとのことだが、OJTやマ
ニュアルの充実などで、
活用範囲が広がっている
ことを示した方がよい。 
②もっと全日制・定時制
併置のメリットを生かし
たらどうか。 

①一人一台 PC の推
進や BYOD 環境も整
い生徒の利活用が
深まるなか、教員
への ICT環境も充実
し Teams等の活用し
た働き方改革を進
めることができた 
を推進する。 
②直面する課題が
異なるが、全日と
定時で共通する部
分については合同
の研修会を行うこ
とができた。違っ
た視点での取り組
みが双方の利益と
なった。 

①ICT に関する研修
会をさらに充実させ
るとともに、研修後
の職員の成果を検証
する。 
②合同の研修を行う
際の時間設定工夫や
テーマの選定が必要
である。必ずやると
いうことではなく合
同で行うことが合理
的で成果が期待でき
るかの判断が必要で
ある。 



 

 


